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鶴間公園

ストリング張替えサービス
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１. ラケット（部位）の名称
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ガット

（ストリング）

フレーム

スロート

グリップ
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２. テンション（ポンド）とは
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テンション（ポンド）とは
ストリングを張る強さ（数値）をテンション（ポンド）といいます。

張る強さ（数値）が高くなるにつれて、ボールの飛びは収まります。逆に張る強さ（数値）が低く

なるにつれてボールの飛びは良くなります。

※下記の基準値を参考にしてみてください。

テンションの違いによっておこる効果
●低いテンションの場合

ボールの飛びが良く、非力な方、もっと楽にボールを飛ばしたい方におススメです。またラケット

とボールの接着時間が長く取れるため、回転をかけたり、柔らかいショットなどで効果を発揮しや

すくなリます。

●高いテンションの場合

ボールの飛びを抑えることができ、打感がクリア（爽快）になります。積極的にボールを打ち抜く

パワフルな方やガンガン打つ中高生におススメです。

下記のトランポリンの図をイメージしてみてください。硬いトランポリンだと高く弾みませんが、

緩いと大きく弾みます。

低40～42P 45P 48～50P高
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３. 販売ストリング
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品番：A
エアロンスーパー850

ソフトな打感

スピン性能◎

女性・回転をかけたい方へ

色

品番：B
AK PRO（エーケープロ）16

ハードな打感

テンション維持◎

男性・硬い打感を好む方へ

色
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補足｜ストリングの種類

モノストリング
●特徴

素材はナイロンで、一般的なストリン

グは殆どがこの「モノ」になります。

写真を見て分かるように太い一本芯の

周りに細い糸を巻き付けて構成されて

います。

→品番：B GOSEN AK PRO16

マルチストリング
●特徴

素材はナイロンで、人工的にナチュラ

ルに近づけたストリングです。写真を

見て分かるように細い芯を束ねて一本

糸に構成されています。

→品番A：YONEX 850
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４. 発注の流れ

フロント横の券売機にて

ストリング張替え（¥4,400）を購入

お客さま控えをご記入ください

→氏名 連絡先 ストリングA・Bの選択

ラケットをスタッフへお預けください

受取日（AM・PM）を確認し、発注完了

受取日にお客さま控えをお持ちいただき、

ラケットと交換（お渡し）



© Presentation Design© Presentation Design© Presentation Design

５. よくある質問
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Q.テニス教室の会員でないと張れない？

A.どなたでも張ることができます。

Q.どのくらい日数がかかる？

A.原則、「1週間」お時間を頂いております。

Q.持ち込みは可能ですか ※自分の持参したガットを張る

A.できません。

Q.ジュニアは張替えが必要？

A.基本的には必要ありません。

ガットが切れたら張り替えに出すくらいで十分です。
※中学生（26‐27インチ）以上は張替えの必要あり。

Q.ガットは決まってるけどテンションがわからない…

A.以前に張っていたテンションを確認しましょう。それを参考に以前と同じ

テンションがおススメです。
教室参加者の方で対処できない場合は「コーチにお任せ」と記入してくだ
さい。
※ほとんどはスロートの内側にテンションシールというものが張ってある

のでそれを基準にしましょう。

Q.張り替える目安の期間は？

A.前回の張替えから3か月を目安にしましょう。

Q.張り替えないと何が起こる？

A.伸びきったガットでプレーし続けるとボールの飛びが悪くなったり、

腕への負担が大きくなるため怪我にもつながります。

Q.季節によって変わる？

A.変わります。気温が高くなると飛びやすく、低くなると飛びにくくなります。

夏場ならいつもより3ポンド高く、冬場なら3ポンド低くするとよいです。


